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実際の採血場面における新生児の声や体の動き、表情の変化、 

細かい顔のしわといった痛みの反応を、臨場感のある高画質動画で 

学習できる e ラーニング教材を開発しました 

 

論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

⚫ 看護師が働く医療の現場では同じ時間に複数人で学習する時間を作ることが難し

い点や、職場に学習用のパソコンが不足しているなどの課題がありました。 

⚫ 多忙な看護師が効率よく学習できるよう、短い複数のオリジナル動画



 

【背景】 

痛みを言葉で表現できない新生児の痛みの予防や緩和を適切に実施するためには

他者による適切な痛みの評価が必要です。しかし、わが国の Neonatal Intensive 

Care Unit: NICUでは新生児の痛みの測定ツールのトレーニングプログラムがないた

め、ツールを導入しない、使用しているツールで正しく痛みを測定できているかを確

認する手段がない、などの課題がありました。 

そこで、NICU 看護師を対象とした新生児の痛みの測定やアセスメントの自己学習

を支援する e ラーニングを開発し、既存の教材による自己学習方法と比較して、看護

師の新生児の痛みの測定・アセスメントに関する知識や技術の習得に有用であるかを

検証しました。開発した e ラーニングは、書籍では学習が難しい、実際の採血場面に

おける新生児の声や体の動き、表情の変化、細かい顔のしわといった痛みの反応を臨

場感のある高画質動画により学習できるよう工夫しました。受講期間内であればいつ

でもアクセスでき、受講者は知識の習得、測定の練習、フィードバックの 3 つの学習

ステップを踏むことができ、パワーポイント資料と動画コンテンツで知識の習得を、

NICU に入院している新生児の実際の足底採血場面の動画によって、痛みの測定ツー

ルのスコアリングをトレーニングできます。 

 

 

【研究成果の内容】 

新生児の痛みのケアを専門とする看護学者が研究責任者となり、学習内容の妥当性

や信頼性について、実際に利用する看護師を対象としたユーザビリティテスト後に、

開発した e ラーニング の学習効果について 2 段階評価を実施しました。第 1 段階は

あらゆる経験年数の看護師を対象とした前後比較によるパイロットテストにより学

習効果が得られることを確認しました。第 2 段階の評価では、新生児の痛みのケアの

実務経験が豊富なエキスパート看護師を研究対象者として介入群と対照群に無作為

に分けるランダム化比較試験を実施しました。 

 本研究の対象者は、新生児医療の現場で卓越した知識と技術を持っていると考えら

れる新生児集中ケア認定看護師 64 人で、介入群の対象者は受講前にテストを受け、

e ラーニングで 4 週間学習し、受講後にもテストを受けました。対照群の対象者も同

様に学習前後のテストを受け、4 週間の学習期間は既存の教材での自己学習をしまし

た。テストは 40 項目（知識 20 項目；測定 20 項目）で構成し各 1 点の 40 点満点

としました。解析対象は、学習後のテストまで受けた 43 人（介入群 21 人；対照群

22 人）で両群の学習前後のテスト得点の差は、介入群は対照群よりも総得点が 6.22

点高いという結果が得られました。 

以上の結果より、本研究で開発した e ラーニングは、新生児医療の現場で働く看護

師での学習効果は高く、看護師が新生児の痛みや痛みの測定を自己学習する教材とし

て有用であることが明らかとなりました。 
 
 
【今後の展開】 

現在、広島大学病院を含む全国１５施設の N I C U で、開発した e ラーニングを看

護教育計画の教材として導入し、病棟に所属する看護師が共通の教材を受講すること

で実際に痛みの測定ツールを使用した頻度が上昇するのか、新生児の痛みが緩和する

かなど臨床の現場においての効果を明らかにすることを目指した多施設共同研究を

実施しています（科研費番号：21K10910）。 

また、コロナ禍に病棟での NICU 看護実習が不可能となった大学等の看護基礎教育

機関から、本教材の利用希望があり看護学生への教材としても有用である可能性が示

唆されています。 

 



 

【参考】 

  e ラーニング教材画面 


